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平成24年も早いもので一ヶ月が経過いたしました。
実際の所、この記事を執筆しているのは一月下旬の豊田市長選挙告示日前であり、想像を含めての内容となってしまいますが、皆様がこの記事をお読みになられる時は、既に新豊田市長も決定している事でしょう。

新市長決定を機に、改めて現鈴木公平市長におかれましては、東海豪雨や市町村合併、更にはリーマン・ショックや東日本大震災後の対応等、難題続きの３期12年間であったと思いますが、42万都市のリーダーとして、豊田市を牽引されて来られた事に対しまして感謝申しあげます。

新市長におかれましても、鈴木市長がこれまで取り組んで来られた『行財政改革』『共働のまちづくり』、更には『環境モデル都市』や『都市と農山村の共生』など、様々な政策を引き継ぎつつも、独自の政策判断を加え、これからの時代に合致した市政運営を行われる事に期待しています。
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さて、愛知県政に目を向ければ、大村知事が誕生し間も無く丸一年を迎えようとしていますが、現在は来年度予算編成の大詰めを迎えており、現時点での試算では歳入・歳出の差は△一千八百億円となっており、収支不足の予測であります。

豊田市と異なり、県はこれまでの厳しい財政状況を乗り切るため、基金からの繰り入れを続けてきましたが、基金は既に枯渇状況にあり、これまでの様に基金による補てんは出来ません。

従って、何に重点を置き、何を見直すかが重要でありますが、災害対策や社会保障、更には景気・雇用対策は待った無しの状況であり、その他の分野で財源を捻出するしかありませんが、県民サービスの低下とならないよう引き続きチェック・提言してまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        






